
 

藤沢市地域密着型サービスの利用について 

 

１ 趣旨 

  介護保険制度における地域密着型サービスにつきましては、「住み慣れた

地域」での要介護（要支援）認定を受けた方の生活を支えるためのサービス

として創設され、原則として地域密着型サービス事業所が所在する市町村の

住民（被保険者）のみが利用できるサービスです。  

  本市では、地域密着型サービスの趣旨に鑑み、事業所に入居又は入所（以

下「入居等」という。）して利用するサービス（（介護予防）認知症対応型共

同生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護又は地域密着型介護老人福

祉施設入所者生活介護（以下「認知症対応型共同生活介護等」という。））に

つきまして、藤沢市民の適切な利用が確保されるよう、利用に関する基準を

要綱に定め運用するにあたり、藤沢市介護保険運営協議会委員の皆様に報告

をさせていただくものです。 

 

２ 認知症対応型共同生活介護等への入居等の要件について 

  他市町村から本市に転入し、被保険者資格を取得することにより、認知症

対応型共同生活介護等の利用が可能となりますが、転入後に即入居等という

利用が生じることにより、住み慣れた地域住民のために必要な認知症対応型

共同生活介護等の利用が損なわれる恐れがあります。 

つきましては、認知症対応型共同生活介護等の利用に関して、原則として

藤沢市への転入後３か月以上の期間を経過した者という要件を設定して運用

するものです。 

 

３ 例外的な取扱いについて 

  転入後の期間が３か月未満であっても、本市に生計を担う方がいるなどの

理由がある場合は、事業者からその理由などを本市に申し立てることによ

り、認知症対応型共同生活介護等の利用を可能とします。 

 

４ 要綱の運用について 

  本要綱は、認知症対応型共同生活介護等の適正な利用を目的として、本市

独自の運用ルールを制定したものであり、対象となる運営事業者に地域密着

型サービスの趣旨を考慮していただき、協力を要請する位置づけとして運用

するものです。   
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